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甘
肅
省
か
ら
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
至

る
道
筋
に
は
、
無
数
の
オ
ア
シ
ス
が
黄
河
の

西
を
細
長
い
廊
下
の
よ
う
に
つ
ら
な
っ
て
い

る
の
で
、
古
く
か
ら
河
西
回
廊
と
よ
ば
れ
る
。

武
威
、
張
掖
の
先
に
あ
る
の
が
酒
泉
で
、
そ

れ
に
敦
煌
を
加
え
、
古
来
、
河
西
四
郡
と
称

さ
れ
て
き
た
。

　
嘉
峪
関
市
は
製
鉄
の
街
で
あ
る
。
１
９
5

５
年
4
月
、
中
央
政
府
は
西
北
地
方
に
調
査

隊
を
派
遣
し
て
祁
連
山
脈
の
山
中
に
相
次
い

で
複
数
の
鉱
脈
を
発
見
し
、
嘉
峪
関
地
区
で

製
錬
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
酒
泉
鋼
鉄
公

司
が
操
業
を
始
め
た
の
は
1
9
5
8
年
8
月

1
日
で
、
鉱
脈
の
発
見
か
ら
わ
ず
か
3
年
後

の
こ
と
だ
っ
た
。
現
在
の
嘉
峪
関
市
は
人
口

18
万
人
に
達
し
、
市
民
の
大
半
が
直
接
あ
る

い
は
間
接
的
に
鉄
鋼
産
業
に
た
ず
さ
わ
り
、

市
内
の
各
所
に
は
鉄
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
散
在
し

て
い
る
。　

　
万
里
の
長
城
の
西
端
に
位
置
す
る
嘉
峪
関

は
「
天
下
第
一
雄
関
」
と
愛
称
さ
れ
る
。
長

城
を
行
く
旅
の
出
発
点
で
あ
っ
た
山
海
関

の
「
天
下
第
一
関
」
に
対
応
し
た
命
名
に
ち

が
い
な
い
。
古
来
、
万
里
の
長
城
の
起
点
は
、

こ
こ
嘉
峪
関
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
関
中
平
野

の
長
安
や
洛
陽
な
ど
に
都
を
お
い
た
歴
代
の

漢
民
族
政
権
が
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
か
ら
西
域

に
跋ば
っ
こ扈

し
た
匈
奴
や
チ
ベ
ッ
ト
系
タ
ン
グ
ー

ト
族
、
あ
る
い
は
契き
っ
た
ん丹

な
ど
の
異
民
族
を
恐

怖
し
て
築
い
た
の
が
長
城
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
モ
ン
ゴ
ル
族
の
元
朝
を
滅
ぼ
し
た
明
は

都
を
南
京
か
ら
北
京
に
遷
し
、
満
州
族
を
は

じ
め
と
す
る
北
方
異
民
族
の
侵
入
を
阻
む
た

め
に
中
国
東
北
部
の
防
備
を
拡
充
す
る
。
そ

れ
に
と
も
な
い
、
万
里
の
長
城
の
起
点
は
西

域
の
嘉
峪
関
か
ら
渤
海
湾
沿
い
の
山
海
関
に

移
り
、
そ
こ
を
「
天
下
第
一
関
」
と
し
た
。

　
宿
泊
し
た
金
葉
賓
館
か
ら
嘉
峪
関
ま
で
は

車
で
20
分
ほ
ど
の
距
離
で
あ
る
。
沼
の
よ
う

な
九
眼
泉
の
ほ
と
り
に
あ
る
外
城
の
東
閘
門

を
く
ぐ
る
と
、
そ
こ
に
は
観
光
用
の
ラ
ク
ダ

が
繋
が
れ
て
い
て
楽
し
い
。
外
城
は
長
城
の

一
角
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
の
左
奥
の
舞
台

で
は
、
ち
ょ
う
ど
地
方
劇
が
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
だ
。
往
時
、
高
官
の
来
訪
、
あ
る
い
は
凱

旋
の
兵
な
ど
を
ね
ぎ
ら
っ
た
娯
楽
装
置
で
あ

ろ
う
。
文
昌
閣
を
ぬ
け
る
と
眼
前
に
光
化
楼

が
屹
立
す
る
。
こ
こ
か
ら
が
内
城
だ
。
嘉
峪

関
は
一
辺
が
1
6
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
方

形
の
城
堡
で
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
山
海

関
や
大
同
郊
外
の
得
勝
堡
、
銀
川
の
横
城
堡

と
構
造
が
似
て
い
る
。

　
東
西
に
の
び
る
嘉
峪
関
は
異
民
族
の
襲
撃

に
直
接
さ
ら
さ
れ
る
西
辺
の
関
楼
、
そ
の
後

ろ
に
控
え
る
柔
遠
楼
、
そ
し
て
も
っ
と
も
安

全
な
光
化
楼
の
三
つ
の
城
楼
か
ら
な
っ
て
い

る
。「
柔
遠
」
と
は
遠
方
の
夷い
て
き狄
を
平
定
し
て

服
従
さ
せ
る
こ
と
で
、「
光
化
」
は
異
民
族

を
華
（
文
明
） 

化
す
る
こ
と
を
い
う
。
関
楼

で
捉
え
た
夷
狄
を
柔
遠
楼
で
服
従
さ
せ
、
光

化
楼
で
文
明
化
し
て
中
華
に
組
み
入
れ
る
中

国
古
来
の
順
化
思
想
が
、
西
域
を
防
衛
す
る

嘉
峪
関
の
建
築
様
式
に
貫
か
れ
て
い
る
の
だ
。

あ
く
ま
で
も
形
式
の
話
で
あ
る
。

　
関
楼
か
ら
西
南
方
向
を
見
や
る
と
、
土
手

の
よ
う
に
低
い
長
城
が
雨
に
煙
る
祁
連
山
脈

に
向
か
っ
て
一
直
線
に
進
み
、
蘭
新
鉄
道
と

交
差
し
て
い
る
。
明
の
長
城
は
嘉
峪
関
で
終

わ
る
が
、
漢
代
に
は
敦
煌
の
西
は
る
か
玉
門

関
ま
で
達
し
て
い
た
。
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
も
長
城
に
付
随
し
た
烽

火
台
の
遺
構
が
あ
る
こ
と
が
、
最
近
の
調
査

で
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。

長
城
を
行
く

第
十
二
回

▼文昌閣の南側にある劇台。乾隆57(1792)
年に改修されて現在に至る。天井には対極
八卦図、壁には八仙が色彩あざやかに描か
れ、意匠が精緻である。嘉峪関を訪れた高
位の賓客に芝居を供する施設であったこと
がうかがえる

▲観光用のフタコブ・ラクダをすすめる地
元民。ラクダのむこうは文昌閣、その後ろ
が内城で、光化楼の屋根が見える。文昌閣
は明の正徳元 (1506) 年に建造されたもの
で、嘉峪関に駐在する文官の事務所だった

中
村
達
雄（
な
か
む
ら
・
た
つ
お
）◆
ラ
ジ
オ
ペ
キ

ン
、オ
リ
ン
パ
ス
、博
報
堂
な
ど
に
勤
務
し
、中
国
に

16
年
間
駐
在
す
る
。現
在
、明
治
大
学
非
常
勤
講
師

　

山
丹
を
出
発
し
た
長
距
離
バ
ス
は
、
長
城
を
左
窓
に
見
な
が
ら

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
西
進
す
る
。
張
掖
で
一
泊
し
、
次
の
目
的
地
の

酒
泉
に
む
か
う
。
嘉
峪
関
は
酒
泉
に
隣
接
す
る
嘉
峪
関
市
の
郊
外

に
あ
り
、
明
代
長
城
の
西
の
端
と
し
て
知
ら
れ
る
。


